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基礎工学部生物工学科　第27回「バイオカップ」開催！
9 月17日（土）葛飾キャンパスで、基礎工学部生物工学科
恒例のソフトバレーボール大会「バイオカップ2016」が開催さ
れました。
試合は各研究室、学部3年生の有志、教職員によるチーム

対抗戦です。
「男子はアタック禁止」などの特別ルールにより、とにかく拾
って返してのラリー戦。
優勝した有村研究室に勝利の秘訣を伺うと「緻密な戦略と姑

▲白熱する試合を観戦 ▲白熱する試合を観戦

▲優勝チームの有村研究室1 ▲教職員チームも頑張りました ▲1点入るごとに大盛り上がり！

▲ハイタッチ！ ▲喜びの円陣

▲懇親会の準備風景1 ▲懇親会の準備風景2 ▲懇親会で振舞われた手作りカレー

息さ(笑)です」とのこと。
好プレーの連続で大いに盛り上がりました。
（ちなみに教職員チームの成績は1勝5敗の大健闘でした）
大会終了後のお楽しみは各研究室が腕を振るう懇親会。
学部2年生から卒業生までが集まり、カレー，餃子，すき焼

きやケーキに杏仁豆腐など、多彩な手づくり料理を堪能しなが
ら交流を深めました。

野田キャンパス開設50周年企画  

2016 年、野田キャンパスは開設から 50 年を迎えます。本企画では、50 年間の歩みを見つめ直すことで
野田キャンパスに受け継がれる「DNA」を探り、今後の 50 年を考えるヒントにしたいと考えます。

野田キャンパスはヘテロカリオン（同一の細胞内に複数の系統の細胞核
を含む状態）だ。
私がこう断言するのは、ゲノム創薬研究センターでの研究活動が強く印
象に残っているからである。ゲノム創薬研究センターでは理工学部、基礎
工学部、薬学部の研究室が一つ屋根の下に集結し、お互いの専門知識や
技術を持ち寄って、新薬の開発研究に取り組んでいた。
筆者が所属していた分子設計創薬部門は、薬学部の小林研究室、理工
学部の菅原研究室と坂口研究室で構成されていた。お互いの専門能力を
最大限に発揮し、数多くの研究成果を残すことができた。私はこの部門で
研究できたことを誇りに感じており、このようなヘテロな研究環境を是非と
も次世代に提供したいと考えている。

NODA DNA
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